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達成目標も兼ねた冊子作成スケジュールとして、①冊子は、5 月から月 1 回（講






























 本講義では、冊子制作活動が安定化し、活動の分析が可能となる 3 号分を発行
し終えた 9 月末に冊子制作活動の分析のために、教員が分析枠組みとして文化-歴







































































 本講義で実施したスケジュールは、先述の表 1 の通りである。しかし、実際に
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研究といくつかの参考文献を示し、その後、簡潔な理論の概説を 9 月から 10 月に
かけて複数回行った 9。その際、Takashima, Inoue, Kawamura（2007, 2008）、Kawamura 








 学生による活動の分析は研究発表（1 回目：11 月前半、2 回目 12 月後半）とし
て行われた。以下では、両発表のうち、分析と結論に関わる部分について学生が
発表した資料を参照しつつ概説していく。
図 4 は 1 回目の分析結果である。学生たちは、これを HAKODATE アカデミッ










紙等に活用するという方法で部分的に解消した（図 4 内 図 B1）10。さらに、予
算不足という問題に対しては、他教員が主催するゼミナール等と地元商店街の協
働で開催されていた「湯の川夜市」（7 月）への模擬店の出店を新たな活動の対象
とすることで取材予算を獲得した（図 4 内 図 B2）11。模擬店に出店することで、
一時的に記事作成に停滞が発生し、対象と成果の間での矛盾が発生した。この停
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紙等に活用するという方法で部分的に解消した（図 4 内 図 B1）10。さらに、予
算不足という問題に対しては、他教員が主催するゼミナール等と地元商店街の協
働で開催されていた「湯の川夜市」（7 月）への模擬店の出店を新たな活動の対象
とすることで取材予算を獲得した（図 4 内 図 B2）11。模擬店に出店することで、
一時的に記事作成に停滞が発生し、対象と成果の間での矛盾が発生した。この停
滞は、結果的に予定していた 7 月発行分を 9 月に発行することに振り替えること
で、一時的に保留することができた。
図 4 HAKODATE アカデミックリンク 2017 での発表ポスター
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しかし、夏休み期間中に 9 月・10 月発行分の記事を制作することになり、改め
て、分業体制への矛盾が明らかになっていった。というのは、一部の学生間で業
務負担に偏りが認識されたからである（図 4 内 図 C）。これは、冊子の停滞に気
づいた学生が停滞を取り戻そうと、担当外の記事制作を行うようになり、表面上
は 9 月、10 月と冊子発行が進んでいたため、負担が増えていない学生は気づくこ
とのなかった矛盾であった 12。
この矛盾を解決するために、分析された矛盾の構造を示したものが、（図 4 内 
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第 1 の矛盾は、完結型問題である。これは、発生した矛盾に対して、1 つ
の解決策を投じることで解消される問題である。図 2 と図 3 は、完結型問
題の解消を示した図である。
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図 5 のレポートでは、学生の冊子制作活動における 5 つの矛盾について、3 つ
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9 学生に示した研究は、Takashima, Inoue, Kawamura（2007, 2008）、
Kawamura et. al.（2009）および報告スライドである。また、案内した書籍
は、Engestrӧm（1987）、山住（2004）、山住・エンゲストローム編（2008）、





































9 学生に示した研究は、Takashima, Inoue, Kawamura（2007, 2008）、
Kawamura et. al.（2009）および報告スライドである。また、案内した書籍
は、Engestrӧm（1987）、山住（2004）、山住・エンゲストローム編（2008）、
                                                   
                                                                                                                                    
香川・青山編（2015）である。 
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